
 

「We Love ごじょう」は、五條市内で進めている

「支えあい・助けあい活動」を市民の皆さまにお知

らせするための情報誌です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ごじょう 

生活支援体制整備事業情報誌 

地域づくり 

人づくり 
つながり 

づくり 

少子高齢化が進み、ひとり暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯が増加す

る中、これからも住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けるためには、医

療や介護サービスだけでなく、地域でのつながり、支え合いが大切になっ

てきます。生活支援体制整備事業とは、住民同士の助けあい・支えあい活

動を推進することで、地域全体で高齢者の生活を支える体制づくりを進め

るものです。 

 
 地域の支え合い活動を生活支援コーディネーターがお手伝いします！  

 

 

～みんなで取り組む“支えあい”のあるまちづくりを目指して～ 

🔷生活支援体制整備事業ってなあに？ 

R８年３月１日発行 

生活支援コーディネーターへのご相談、情報提供はこちらへ！ 

                                   

 

 

                                           

 

                                                

社会福祉法人 五條市社会福祉協議会（地域福祉係） 

〒637-0043 五條市新町 3 丁目 3 番 2 号 五條市立福祉センター内 

☎０７４７－２４－４１５２                   

FAX０７４７－２４－４１５３  ✉gojo-shakyo@arion.ocn.ne.jp                    

 

お問い 

合わせ 

 

🔷生活支援コーディネーターってなあに？ 

生活支援コーディネーターには大きく分けて 3 つの役割があります。1 つ目は資源開発（地域のお宝

探し）です。地域にある既存の活動（サロン、ボランティア等）を活用したり、住民のニーズ、困りごと

を把握し、それをヒントに新しい支援サービスを立ち上げ、助け合いを作ります。 

2 つ目はネットワークの構築です。多様な関係主体（町内会、ボランティア団体、ケアマネジャー等）

と連携し、情報共有します。 

3 つ目はニーズと取りくみのマッチング（つなぎ役）です。困っていることと、支えてくれる人をしっ

かり繋ぎ合わせる役割です。 

「あったらいいな」 

「こんなことができ

たらいいな」を一緒

に作りましょう！ 

 

 

みなさんの声や 

地域の活動を 

教えてください！ 

 



 五條西圏域は、「地域住民が安心して暮らせるまち、子育てし

やすいまちにしたい」との思いから、令和 5年度から田園公民館

で話し合いを続けてきました。その結果、令和 7 年 4 月大塔圏

域に続き、市内 2 番目の協議体（話し合いの場）が発足しまし

た！併せて活動母体となる「～結の会～」が田園地域で高齢者に

寄り添った活動を始めています。具体的には、田園公民館を活動

拠点とし、高齢者の見守り活動や、お困りごとに関し専門家に繋

いだり、解決のための支援をしていく活動をしています。 

今後も更なる展開が期待されます。 

地域住民などが運営し、子どもだけに限らず、誰でも参

加でき、食事を無料または低額で提供する場です。人と

繋がることの温かさ、安心して過ごせる居場所づくりと

交流の機会を提供する場としての役割を担っています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【編集発行・問い合わせ先】 

社会福祉法人五條市社会福祉協議会（地域福祉係）
〒637-0043 五條市新町 3 丁目 3 番 2 号 
☎0747-24-4152 
 
 

令和７年度 活動報告 

大塔福祉ふれあいの会は、平成元年から大塔で高齢者の見守り、助け

合い、デイサービスのボランティア、サロン活動など時代と共に変化し

ながら様々な活動を行ってきました。今年度は、メンバーの一人から

「大塔には子どもはいないけど、地域食堂をやってみたい！」と声が挙

がり、令和 7 年１２月１１日（木）大塔ライフハウスで初めて開催さ

れました。参加者は２５人。この日は、地域の郵便局や駐在所の方も参

加してくれました。普段のサロンには来られない方も参加されていま

した。「おしゃべりができる場が増えてうれしい。」「（噂を聞いて）今回

参加できなかったけど、次は参加してみたい。」といった声があり、人

との繋がりが求められていることを再認識した１日となりました。 

令和 7 年 4 月 市内 2 番目の協議体（話し合いの場）が発足！ 

令和 7 年 12 月 11 日（木） 地域食堂初開催！ 


